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参加┠ⓗ㸸⏦ㄳ⪅は典型ⓗな反強☢性体である NiOの単⤖晶ヨ料に対して室 
で周Ἴ数掃引型 ESR 定を⾜い、1THz付㏆に反強☢性共㬆に㉳因する信号を
ほ した。加えて、この信号が印加☢場方位によって␗なる☢場依存性を♧す

ことを世⏺で初めて明らかにした。当◊✲成ᯝを広く▱らしめ、㆟ㄽを㔜ねた

く、ISMAR(当国㝿会㆟)への参加を希ᮃした 

会㆟の≧ἣ㸸口㢌でのⓎ⾲を⾜った。公⫈⪅の多くに◊✲成ᯝがㄆめられると

ともに、更なるⓎ展のためのάⓎな㆟ㄽを⾜うことができた。≉に、⌧地

Queensland Universityの Jeffrey HarmerẶと✚ᴟⓗな㆟ㄽを交わすことが出
᮶た。また、同Ặの内で当大学の施タぢ学を⾜うことができ、実㦂手ἲへ多

くの▱ぢを得ることが出᮶た。 

成ᯝᴫせ㸸当成ᯝを広く▱らしめると共に、㆟ㄽを㏻して今後の改ⰋⅬや、今

後の展ᮃについて多くの▱ぢを得た。一⯡ⓗなゎᯒ方ἲである 2 副᱁子ゎᯒに
よる⌮ㄽ予 と、 定⤖ᯝの一㒊不一⮴から、別モデルによるゎᯒが必せであ

ることが分かった。㆟ㄽを持ち帰り⢭ᰝした⤖ᯝ、8 副᱁子ゎᯒなど、さらに
Ⓨ展ⓗなモデルによって一㒊モードの振る⯙いをㄝ明できることが分かった。 
 施タぢ学では、ヘリウム回収⨨、ᾮ化⨨が一体となった X-band ESR
⨨などをぢ学した。ᮏ◊✲においては、NiO 反強☢性共㬆を室 下で 定する
ことに成功した。一方で、低 下での 定を⾜うことでよりヲ⣽な☢場依存性

を探ることが可⬟である。今後の展ᮃとして、そうした 定もど㔝に入れてい

るが、ᮏ施タぢ学はそうした╔想を得るためのⰋいᶵ会であった。 

 


